事　業　執　行　概　要

１．りんくうタウン事業（南大阪湾岸整備事業）
①目的
関西国際空港の対岸部において埋立てを行い、空港機能の支援及び補完と大阪湾及び地域の環境改善を図り、あわせて地域の振興に資する。

②事業の概要
（ア）造成面積　　　318.4ha（計画面積：219.3ha）

（イ）埋立土量　　　2,520万㎥

（ウ）事業費　　　約4,994億円
（エ）事業期間　　　昭和61年度～平成８年度

　　　　　　　　　　　　　※公有水面埋立法に基づく埋立免許取得～全域竣功認可

（オ）根拠法令　　　公有水面埋立法
③事業の進捗状況
主要な工事(道路、下水道及び公園・緑地整備)については、平成23年度末に概成している。

分譲については、平成２年４月から商業業務ゾーンの分譲を開始し、順次、各ゾーンの分譲を進めている。また、誘致企業のニーズに対応するため、平成15年度から事業用定期借地方式を本格導入し、分譲・賃貸を行っている。さらに、平成27年度から事業用定期借地の途中売却を行っている。

令和元年度末現在の分譲・賃貸状況は、計画面積219.3haに対し、契約済面積217.8ha、契

約率99.3％となっている。

④令和元年度の執行概要

事業用定期借地の途中売却による分譲契約を２件締結した。
⑤土地の分譲・賃貸状況
（単位：ha）

	区分
	計画
面積
	契　　約　　面　　積
	残面積

	
	
	種別
	平成28年度
末累計
	平成
29年度
	平成
30年度
	令和
元年度
	合計
（契約率）
	

	商業業務
	29.6
	分譲
	6.0
	
	
	
	29.6
(100％)
	0

	
	
	賃貸
	23.6
	
	
	
	
	

	流通製造
加工
	15.6
	分譲
	15.4
	
	
	
	15.6
(100％)
	0

	
	
	賃貸
	0.3
	
	
	
	
	

	住宅関連
	7.7
	分譲
	7.1
	
	0.6
	
	7.7

(100％)
	0

	空港関連
産業
	14.3
	分譲
	9.1
	
	
	0.3
	14.3
(100％)
	0

	
	
	賃貸
	5.2
	
	
	▲0.3
	
	

	工場団地
	63.6
	分譲
	40.1
	
	17.3
	2.5
	63.6

(100％)
	0

	
	
	賃貸
	22.2
	
	▲16.1 
	▲2.5
	
	

	公共施設
	88.5
	―
	85.6
	1.4
	
	
	87.0
(98.3％)
	1.9

	計
	219.3
	分譲
	163.3
	1.4
	18.0
	2.9
	217.8

(99.3％)
	1.9

	
	
	賃貸
	51.2
	
	▲16.1
	▲2.9
	
	


※端数処理のため、各欄の計と合計欄が一致しない場合がある。

※賃貸の面積減は、事業用定期借地の途中売却によるもの。
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２．阪南スカイタウン事業（阪南丘陵住宅地区開発事業）
①目的
関西国際空港に関連する地域整備として、関西国際空港及びりんくうタウンの建設に必要な埋立用土砂の一部を供給するとともに、土砂採取跡地を有効に利用し、緑豊かなゆとりと潤いのある住宅地の形成と産業・文化・レクリェーション施設などの誘致による複合的なまちづくりを進める。

②事業の概要
（ア）造成面積　　　170.7ha（計画面積101.9ha）

（イ）事業期間　　　土砂採取　　　昭和61年度～平成４年度

宅地開発　　　昭和63年度～平成23年度

　　　　　　　　　　　　　※新住宅市街地開発法に基づく事業認可期間(～25年度)
（ウ）事業費      土砂採取　　　　　760億円

宅地開発　　　　1,162億円

（エ）採取土量（実績）　　約5,900万㎥　　


（オ）住宅戸数　　　約2,500戸

（カ）計画人口　　　約9,000人

（キ）根拠法令      新住宅市街地開発法
③事業の進捗状況
土砂採取事業については、関西国際空港へは平成３年12月、りんくうタウンへは平成４年12月にそれぞれ土砂供給を終え、平成６年７月にはすべての土砂搬出施設等の撤去工事を完了した。

また、宅地開発事業については、昭和63年８月に新住宅市街地開発事業の建設大臣認可を受け、開発に着手し、平成７年11月から分譲を開始、平成８年３月より入居が始まり、同年４月にはまちびらきを行った。

以降、事業計画等に基づき、計画的に住宅用地の分譲及び産業用地の分譲・賃貸を行っており、令和元年度末現在の分譲・賃貸状況は、住宅用地・産業用地等合計で、計画面積101.9haに対し、契約済面積96.8ha、契約率95.0％となっている。

④令和元年度の執行概要
産業用地については、分譲契約を1件、また、事業用定期借地の途中売却による分譲契約を3件締結した。
住宅用地については、一般定期借地の途中売却による分譲契約を2件締結した。

⑤土地の分譲・賃貸状況
（単位：ha）

	区　　分
	計画
面積
	契　　約　　面　　積
	残面積

	
	
	種別
	平成28年度
末累計
	平成
29年度
	平成
30年度
	令和
元年度
	合計
（契約率）
	

	住宅用地
	38.3
	分譲
	33.6
	1.4
	
	0.0
	35.6

(93.0％)
	2.5

	
	
	賃貸
	0.6
	▲0.0
	
	▲0.0
	
	

	産業用地
	24.9
	分譲
	14.6
	
	0.7
	2.9
	22.4
(90.0％)
	2.5

	
	
	賃貸
	7.1
	
	▲0.5
	▲2.5
	
	

	公共施設用地
	38.7
	－
	38.7
	
	
	
	38.7
(100％)
	0

	計
	101.9
	－
	94.6
	1.4
	0.2
	0.5
	96.8
(95.0％)
	5.0


※端数処理のため、各欄の計と合計欄が一致しない場合がある。

※賃貸の面積減は、定期借地の途中売却によるもの。
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３．二色の浜環境整備事業

①目的
二色の浜の保全と大阪湾の水質汚濁防止並びに貝塚市地域の都市環境整備のために、貝塚市脇浜地先海面に流域下水道処理場用地、工場移転用地、住宅用地、港湾用地、海浜緑地等を造成する。

②事業の概要
（ア）造成面積　　　251.7ha

（イ）埋立土量　　　2,400万㎥

（ウ）事業費　　　950億円（港湾局所管事業を除く建設投資額）

（エ）事業期間　　　昭和53年度から平成元年度（昭和55年度まで土木部が所管）

　　　　　　　　　　　　　※公有水面埋立法に基づく埋立免許取得～全域竣功認可

（オ）根拠法令　　　公有水面埋立法

③事業の進捗状況
阪南臨海土地造成事業は、昭和53年８月から土木部（現都市整備部）において開始、昭和56年度から企業局（現タウン推進局）において実施し、平成２年２月に概成した。
平成27年度から事業用定期借地の途中売却を行っており、令和元年度末における土地保有面積は事業用定期借地の約22haとなっている。

　④令和元年度の執行概要
事業用定期借地の途中売却による分譲契約を１件締結した

４．大阪府まちづくり促進事業会計　比較損益計算書（平成29年度から令和元年度）
（単位：円）　
[image: image3.emf]科　　目 平成29年度 平成30年度(A) 令和元年度(B) 増減（B－A）

２　営　業　費　用 549,964,213 16,475,774,706 4,449,275,601 △ 12,026,499,105

 (1) 土 地 売 却 原 価 1,475,110 15,937,145,315 3,920,131,927 △ 12,017,013,388

 (2) 一  般  管  理  費 548,489,103 538,629,391 529,143,674 △ 9,485,717

４　営　業　外　費　用 125,132,944 191,791,757 109,031,031 △ 82,760,726

 (1) 支払利息及び企業債取扱諸費 125,132,944 191,791,757 109,031,031 △ 82,760,726

 (2) 雑   支　 出 0 0 0 0

 (3) 繰延勘定償却 0 0 0 0

５　特　別　損　失 16,958 160,128,782 11,660,905 △ 148,467,877

 (1) 減　損　損　失 0 160,128,782 0 △ 160,128,782

 (2) その他特別損失 16,958 0 11,660,905 11,660,905

費 用 計 675,114,115 16,827,695,245 4,569,967,537 △ 12,257,727,708

当 年 度 純 利 益 1,438,065,815 △ 4,113,893,043 △ 379,804,595 3,734,088,448

費 用 ＋ 利 益 計 2,113,179,930 12,713,802,202 4,190,162,942 △ 8,523,639,260

借　　　　　　　　　　　　　　　　　　方


５．大阪府まちづくり促進事業会計　比較貸借対照表（平成29年度から令和元年度）

（単位：円）

[image: image4.emf]科　　目 平成29年度 平成30年度(A) 令和元年度(B) 増減（B－A）

１　固  定  資  産 110,190,108,068 94,057,855,962 90,028,651,254 △ 4,029,204,708

 (1) 有 形 固 定 資 産 110,190,108,068 94,057,855,962 90,028,651,254 △ 4,029,204,708

   ｱ　土　　　　　地 110,190,108,068 94,057,855,962 90,028,651,254 △ 4,029,204,708

 (2) 投資その他の資産 0 0 0 0

   ｱ　破産更生債権等 72,072,128 70,916,728 70,616,728 △ 300,000

    　貸 倒 引 当 金 △ 72,072,128 △ 70,916,728 △ 70,616,728 300,000

２　流  動  資  産 11,582,537,380 17,546,640,769 18,754,530,084 1,207,889,315

 (1) 現  金  預  金 11,566,228,017 17,519,277,014 18,754,530,084 1,235,253,070

 (2) 未　　収　　金 16,309,363 27,363,755 0 △ 27,363,755

３　繰　延　勘　定 0 0 0 0

 (1) 企業債発行差金 0 0 0 0

資 産 合 計 121,772,645,448 111,604,496,731 108,783,181,338 △ 2,821,315,393

借　　　　　　　　　　　　　　　　　　方


（単位：円）

[image: image5.emf]科　　目 平成29年度 平成30年度(A) 令和元年度(B) 増減（B－A）

１　営  業  収  益 2,112,380,264 12,713,280,740 4,189,267,721 △ 8,524,013,019

 (1) 土 地 貸 付 収 益 2,112,363,306 2,094,396,585 1,738,865,940 △ 355,530,645

 (2) 土 地 売 却 収 益 16,958 10,618,884,155 2,450,401,781 △ 8,168,482,374

３　営 業 外 収 益 799,666 521,462 895,221 373,759

 (1) 受  取  利  息 479,066 174,164 590,003 415,839

 (2) 雑    収    益 320,600 347,298 305,218 △ 42,080

収 益 計 2,113,179,930 12,713,802,202 4,190,162,942 △ 8,523,639,260

貸　　　　　　　　　　　　　　　　　　方


（単位：円）

[image: image6.emf]科　　目 平成29年度 平成30年度(A) 令和元年度(B) 増減（B－A）

４　固  定  負  債 71,547,988,023 74,186,012,298 96,918,435,817 22,732,423,519

 (1) 企    業    債 71,518,000,000 74,148,000,000 96,879,000,000 22,731,000,000

   ｱ　建設改良費等の財源に 71,518,000,000 74,148,000,000 96,879,000,000 22,731,000,000

    　充てるための企業債

 (2) 引    当    金 29,988,023 38,012,298 39,435,817 1,423,519

   ｱ　退職給付引当金 29,988,023 38,012,298 39,435,817 1,423,519

５　流  動  負  債 40,448,653,703 31,791,351,763 6,726,490,227 △ 25,064,861,536

 (1) 企    業    債 38,279,000,000 29,942,000,000 5,041,000,000 △ 24,901,000,000

   ｱ　建設改良費等の財源に 38,279,000,000 29,942,000,000 5,041,000,000 △ 24,901,000,000

    　充てるための企業債

 (2) 未    払    金 1,819,322 5,318,460 9,870,979 4,552,519

 (3) 未　払　費　用 14,577,543 4,434,110 220,341 △ 4,213,769

 (4) 前  受  収  益 0 0 0 0

 (5) 引    当    金 2,359,927 2,559,424 2,616,816 57,392

   ｱ　賞 与 引 当 金 1,987,206 2,149,866 2,195,791 45,925

   ｲ　法定福利費引当金 372,721 409,558 421,025 11,467

 (6) その他流動負債 2,150,896,911 1,837,039,769 1,672,782,091 △ 164,257,678

負 債 合 計 111,996,641,726 105,977,364,061 103,644,926,044 △ 2,332,438,017

６　資    本    金 11,925,221,000 11,890,242,991 11,781,170,210 △ 109,072,781

 (1) 自 己 資 本 金 11,925,221,000 11,890,242,991 11,781,170,210 △ 109,072,781

７　欠    損    金 2,149,217,278 6,263,110,321 6,642,914,916 379,804,595

 (1) 利 益 剰 余 金 △ 2,149,217,278 △ 6,263,110,321 △ 6,642,914,916 △ 379,804,595

   ｱ　利 益 積 立 金 2,661,239,765 2,661,239,765 2,661,239,765 0

   ｲ　当年度未処理欠損金 4,810,457,043 8,924,350,086 9,304,154,681 379,804,595

資 本 合 計 9,776,003,722 5,627,132,670 5,138,255,294 △ 488,877,376

負 債 ・ 資 本 合 計 121,772,645,448 111,604,496,731 108,783,181,338 △ 2,821,315,393

貸　　　　　　　　　　　　　　　　　　方



６．企業債の発行状況・償還状況
【まちづくり促進事業会計】
（単位：円）
	　　　　　　　種類

区分
	地域開発事業債

	
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	当初現債額
	104,090,000,000
	109,797,000,000
	109,797,000,000

	発行・償還

及び利子
	発行額
	27,772,000,000
	32,572,000,000
	1,320,000,000

	
	償還額
	29,942,000,000
	38,279,000,000
	1,320,000,000

	支払額
	利子

支払額
	40,441,080
	118,215,730
	120,050,530

	年度末現債額
	101,920,000,000
	104,090,000,000
	109,797,000,000

	年利率
	0.001 ％
	0.001～0.173 ％
	0.001～0.223 ％

	備考
	公募債　８銘柄
	公募債　８銘柄
	公募債　８銘柄


事　務　執　行　概　要
管　理　課

総務・経営グループ
１．企画調整業務

タウン推進局事業を効率的かつ円滑に推進するため、局内各グループとの連絡調整を密にし、局の企画調整、広報・広聴の事務をはじめ、人事管理及び諸経費の執行や給与・福利厚生など、所管事務の適正な執行に努めた。

２．まちづくり促進事業会計に係る予算執行管理・出納経理業務

予算編成・執行管理及び起債に関する事務をはじめ、経営全般に関する事項に係る調査・検討を行うとともに、出納及び経理事務を行った。

（１）収入支出決算額

（単位：円）
	区　　分
	決算額

	
	令和元年度
	平成30年度
	平成29年度

	収入
	まちづくり促進事業収益
	4,190,162,942
	12,713,802,202
	2,113,179,930

	
	まちづくり促進事業資本的収入
	27,772,000,000
	32,572,000,000
	1,320,000,000

	支出
	まちづくり促進事業費用
	4,569,967,537
	16,827,695,245
	675,114,115

	
	まちづくり促進事業資本的支出
	29,942,000,000
	38,279,000,000
	1,320,000,000


（２）令和元年度月別資金収支残高調書

（単位：円）

	月別
	預金
	小口現金
残高
	現金
残高
	月末資金残高

	
	収納額
	支払額
	月末残高
	
	
	

	前年度

繰越金
	17,519,257,401
	
	
	19,613
	0
	17,519,277,014

	4
	646,997,920
	6,996,585
	18,159,258,736
	20,000
	0
	18,159,278,736

	5
	438,278,590
	427,326,588
	18,170,210,738
	19,613
	0
	18,170,230,351

	6
	14,016,528,543
	13,112,472,613
	19,074,266,668
	20,000
	0
	19,074,286,668

	7
	490,790,091
	323,053,021
	19,242,003,738
	19,613
	0
	19,242,023,351

	8
	195,477,168
	212,659,676
	19,224,821,230
	18,470
	0
	19,224,839,700

	9
	320,454,524
	12,823,315
	19,532,452,439
	20,000
	0
	19,532,472,439

	10
	9,018,422,052
	245,072,607
	28,305,801,884
	20,000
	0
	28,305,821,884

	11
	857,574,148
	102,683,939
	29,060,692,093
	18,645
	0
	29,060,710,738

	12
	19,503,047,169
	62,002,270
	48,501,736,992
	20,000
	0
	48,501,756,992

	1
	12,712,813,714
	24,991,602,989
	36,222,947,717
	20,000
	0
	36,222,967,717

	2
	37,688,298
	17,637,592,193
	18,623,043,822
	19,982
	0
	18,623,063,804

	3
	151,514,168
	20,047,300
	18,754,510,690
	19,394
	0
	18,754,530,084


３．一般財団法人大阪府タウン管理財団に関すること

一般財団法人大阪府タウン管理財団の業務運営や、公益財団法人大阪府都市整備推進センターとの統合に係る指導及び調整を行った。
財産活用グループ
りんくうタウン事業（南大阪湾岸整備事業）において、府有地の貸付等を行い府有財産の適正な管理に努めるとともに、貸付に係る市町村交付金の交付を行った。

二色の浜環境整備事業において、二色の浜産業用地の事業用定期借地を継続し、府有財産の適正な管理に努めるとともに、貸付に係る市町村交付金の交付を行った。

また、民間事業者や地元市町が主体で進めるまちのにぎわいづくりを促進することにより、公と民の連携によるりんくうタウンの活性化に取り組んだ。

１. 南大阪湾岸整備事業（りんくうタウン事業）

（１）府有財産の貸付

府有財産の貸付の申請があったものについて、その事由に応じて貸付契約を行った。貸付等状況は、次のとおりである。

	年度
	区　分
	件数
	貸付料、使用料（円）
	収納額（円）

	元
	有償
	7
	826,990
	826,990

	
	無償
	6
	－
	－

	30
	有償
	15
	2,068,260
	2,068,260

	
	無償
	5
	－
	－

	29
	有償
	16
	2,221,960
	2,221,960

	
	無償
	8
	－
	－


（２）府有財産貸付に係る市町村交付金の交付

泉佐野市及び泉南市に対し、市町村交付金の交付を行った。

（単位：円）

	交付先

年度
	泉佐野市
	田尻町
	泉南市

	元
	319,409,100
	0
	102,644,700

	30
	319,415,900
	0
	102,542,500

	29
	319,415,900
	15,611,300
	107,866,900


（３）府有財産の譲渡

府有財産（土地）の譲渡状況は次のとおりである。
	年度
	件数
	収納額（円）

	元
	0 
	0 

	30
	0
	0

	29
	1
	31,922,808


２. 二色の浜環境整備事業

（１）産業用地

事業用定期借地権設定契約に基づき、３社から貸付料を収納した。

	年度
	貸付料（円）
	収納額（円）

	元
	321,868,453
	321,868,453

	30
	338,751,312
	338,751,312

	29
	337,490,148
	337,490,148


（２）分譲等の概要
事業用定期借地の途中売却による分譲契約を１件締結した。

　

	年度
	件数
	面積（㎡）
	契約金額（円）

	元
	1
	29,592.35
	816,748,860

	30
	0
	0
	0

	29
	0
	0
	0


（３）府有財産貸付に係る市町村交付金の交付

貝塚市に対し、市町村交付金の交付を行った。

	年度
	交付額（円）

	元
	53,584,300

	30
	53,584,300

	29
	53,584,300


（４）不動産鑑定評価

分譲価格を決定する参考資料とするため、次のとおり不動産鑑定評価等を依頼した。
	年度
	件数
	役務費（円）

	元
	1
	291,600

	30
	0
	0

	29
	0
	0


３．阪南スカイタウン事業（阪南丘陵住宅地区開発事業）

府有地の貸付

府有財産の使用の申請があったものについて、その事由に応じて貸付契約を行った。貸付状況は、次のとおりである。

	年度
	区　分
	件数
	貸付料（円）
	収納額（円）

	元
	有　償
	2
	78,780
	78,780

	
	無　償
	‐
	－
	－

	30
	有　償
	3
	237,450
	237,450

	
	無　償
	‐
	－
	－

	29
	有　償
	4
	83,900
	83,900

	
	無　償
	‐
	－
	－


４. 千里・泉北地区の管財業務

（１）買戻特約登記の抹消事務

千里・泉北丘陵地区において分譲した土地及び建物のうち買戻期間が満了したものについて、買戻特約登記の抹消事務を次のとおり行った。

（単位：件）

	　　　用途　　　

年度
	土地
	建物
	計

	元
	136
	2
	138

	30
	135
	5
	140

	29
	159
	2
	161


（２）譲渡契約及び分譲収入状況

千里・泉北丘陵地区関連未処分地における譲渡契約及び分譲収入状況は、次のとおりである。

	年度
	件数
	面積（㎡）
	契約金額（円）
	収納額（円）

	元
	1
	16.55
	332,655
	332,655

	30
	0
	0
	0
	0

	29
	2
	28.57
	621,306
	621,306


（注）「面積」欄の数値は、売買契約における実測面積

（３）府有財産の貸付

府有財産の貸付の申請があったものについて、その事由に応じて貸付契約を行った。貸付等状況は、次のとおりである。

	年度
	件数
	貸付料（円）
	収納額（円）

	元
	2
	2,600
	2,600

	30
	1
	1,700
	1,700

	29
	1
	1,700
	1,700


（４）指定用途解除に伴う返還金

堺市からの指定用途解除の依頼を受け、協議の上、残用途指定期間に応じた返還金の支払いを受けることで解除することとした。
	年度
	件数
	委託料（円）

	元
	1
	92,200,922

	30
	0
	0

	29
	0
	0


（５）府有地の登記事務委託

必要に応じ分筆登記等の登記事務を業務委託している。委託状況は、次のとおりである。
	年度
	件数
	委託料（円）

	元
	3
	1,278,200

	30
	0
	0

	29
	1
	410,400


（６）不動産鑑定評価

分譲価格等を決定する参考資料とするため、次のとおり不動産鑑定評価等を依頼した。
	年度
	件数
	役務費（円）

	元
	4
	930,500

	30
	0
	0

	29
	0
	0


５. りんくうタウンのにぎわいづくりに関する業務
（１）イベント開催時における府有地活用
　　　りんくうタウン内で開催されるイベントにおいて旧廃棄物収集センター跡地を臨時駐車場
等の目的で一時貸付を行った。

（２）りんくうまちづくり協議会の運営
りんくうタウンの立地企業と地元市町、府等で構成している「りんくうまちづくり協議会」では、公と民の連携によるまちのにぎわいづくりに取り組んでいる。
令和元年度は、関西国際空港で大幅に増加する国内外の来訪者を空港の対岸に位置するりんくうタウンに取り込めるよう、次の取組みを行った。
1 まちの魅力づくりの取組み
夏期と秋期にりんくうタウン内で開催されるイベントを紹介する「りんくう“いろどり”まちづくり」、冬期に「大阪・光の饗宴エリアプログラム」への参加（令和元年度新規）をはじめ、年間を通じてイベントのＰＲ等をサポートした。
②ホスピタリティ向上の取組み
6月にG20大阪サミットクリーンＵＰ作戦に協力し一斉清掃を実施したほか、10月と3月にも一斉清掃を実施、11月に事業者向け災害時多言語講座を実施した。
③まちの情報発信の取組み
民間事業者等の協賛を得てりんくうタウンの案内マップを作成し、りんくうタウン駅、観光案内所、商業施設及び宿泊施設等で配布した。
また、協議会ホームページに宿泊情報を追加するなどコンテンツの充実を図ると共に、ＳＮＳを活用してまちの魅力の情報発信を行った。 

誘致整備課

企画・整備グループ

主にりんくうタウン事業（南大阪湾岸整備事業）及び阪南スカイタウン事業（阪南丘陵住宅地区開発事業）の円滑な事業推進を図るため、課内の連絡調整、関係市町及び関係機関と協議、調整を行うとともに以下の業務を遂行した。
１．維持管理業務

りんくうタウン及び阪南スカイタウンにおける府管理施設（未処分地等）維持管理のため、工事及び委託業務の発注、契約、施工管理を行った。

（１）発注・契約事務

タウン推進局発注の工事及び委託業務について、一般競争入札等に参加する業者の資格を審査するため、住宅まちづくり部競争入札審査会（タウン推進部会）を6回開催し、適正な発注・契約事務を行った。
（２）執行状況

りんくうタウン、阪南スカイタウンにおける当年度の維持管理業務に係る工事及び委託業務の執行状況は、次のとおりである。
《一般会計》

	区　　　　分
	種別
	件数
	契約額（円）
	執行額（円）

	タウン管理費
	工事
	0
	0
	0

	
	委託
	1
	1,581,800
	1,581,800

	りんくうタウン事業費
	工事
	0
	0
	0

	
	委託
	5
	2,476,640
	2,476,640

	阪南スカイタウン事業費
	工事
	1
	1,324,400
	1,324,400

	
	委託
	3
	4,563,010
	4,563,010

	令　和　元　年　度　 計
	工事
	1
	1,324,400
	1,324,400

	
	委託
	7
	8,621,450
	8,621,450

	平　成　30　年　度　 計
	工事
	2
	3,956,040
	3,956,040

	
	委託
	9
	9,184,320
	9,184,320


※工事及び委託業務の各案件については、令和元年度財務関係参考資料の「７委託料調」

「９工事請負費調」に記載
２．りんくうタウンの活性化に関する業務

府関係課（公園課、岸和田土木事務所）及び地元２市１町（泉佐野市・泉南市・田尻町）と「りんくうタウン活性化連絡会」を開催するなど連絡調整を行った。

泉佐野市域について、平成25年から行ってきたりんくうタウンへ進出を希望する企業への企業ヒアリング等による土地利用ニーズの把握を踏まえた「りんくうタウンの土地利用の方向性及び公園予定地の暫定利用等に関する方針」の実現に向け、次のとおり取り組んだ。
空港連絡道路南側の公園予定地に関しては、平成29年度に実施した開発運営事業者公募において決定した最優秀提案者（開発運営事業者）への土地貸付けを開始した。以降、開発運営事業者が行う開発に伴う関係課との調整を行った。
空港連絡道路北側の公園予定地における泉佐野市が行うスケートリンクを核としたまちづくり事業に関しては、泉佐野市や関係課と調整を行った結果、事業が円滑に進捗し、令和元年11月に温浴施設を含む宿泊施設が、同年12月にはスケートリンクが開業した。
３．阪南スカイタウン未利用地活用に関する業務
住宅地として処分が困難な粗造成地について、文化課、府立江之子島文化芸術創造センター（enoco）の「プラットフォーム形成支援事業」を活用しながら、住民ニーズ等を踏まえた暫定活用方策を検討・実現することにより維持管理費の削減を図るとともに、住宅以外の土地活用方策の転換により事業者立地をめざしている。
令和元年度は前年度までに行った市場調査や事業者ヒアリング及び住民とのワークショップを基に土地利用方針案について、阪南市と協議を行った。住民の理解を得るための報告会は新型コロナウィルス感染拡大防止のため延期となった。
４．地域活性化総合特区に関する業務

平成23年12月に指定された、国際医療交流の拠点づくり「りんくうタウン・泉佐野市域」地域活性化総合特区の事務局として、特区事業の運営に取り組んだ。
令和元年度は現特区計画終了後の取組検討のため、7月にりんくうタウン国際医療交流推進協議会の第12回協議会を開催し、参加事業者に対して取組検討の時期である旨説明したほか、主要事業者による意見交換会の開催、内閣府との情報共有、参加事業者との調整を行った。
５．危機管理業務

大阪府災害等応急対策実施要領に基づき、タウン推進局の災害対策体制を整え、「地震災害対策訓練」、「大阪880万人訓練」及び「大阪府地震・津波災害対策訓練」と連動し、災害対策訓練を行った。災害対策訓練では、りんくうタウン、阪南スカイタウンでの被災を想定し、管理施設の点検や復旧対応、また関係機関（各施設管理者）との連絡等を実施した。

また、定期的に管理施設のパトロールを実施し、施設の安全確認を行った。
誘致分譲グループ

りんくうタウン事業（南大阪湾岸整備事業）において、産業用地の分譲等に関する事務や貸付料等の収納等を行った。
阪南スカイタウン事業（阪南丘陵住宅地区開発事業）において、住宅用地及び産業用地の分譲等に関する事務や貸付料等の収納等を行った。

１．りんくうタウン事業（南大阪湾岸整備事業）

（１）分譲関連業務

りんくうタウンの分譲関連業務委託等について、令和元年度は実施していない。
	年度
	件 数
	委託料（円）

	元
	0
	0

	30
	1
	193,824

	29
	2
	545,400


（２）分譲等の概要
令和元年度は、途中売却2件（28,599.74㎡）を行った。

（３）不動産鑑定評価等
分譲価格を決定する参考資料とするため、次のとおり不動産鑑定評価等を依頼した。

	年度
	件数
	役務費（円）

	元
	4
	1,012,020

	30
	4
	1,263,600

	29
	5
	2,050,920


（４）貸付契約
平成15年度から実施している事業用定期借地権設定契約における、貸付料を収納した。
	年度
	契約件数
(うち新規)
	保証金（円）
	貸付料（円）
	 収納額（円）

	元
	44
（　1）
	87,663,720
	1,486,367,171
	1,486,367,171

	30
	48
（　2）
	0
	1,708,966,461
	1,708,966,461

	29
	48
（  2）
	5,507,736
	1,686,358,073
	1,686,358,073


（５）りんくうタウン分譲等契約及び収入状況
	ゾーン
	年度
	区分
	件数
（件）
	面積
（㎡）
	契約金額
（円）
	収納額
（円）

	商業業務
	元
	－
	－
	－
	－
	－

	
	30
	－
	－
	－
	－
	－

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－

	流通･製造
・加工
	元
	－
	－
	－
	－
	－

	
	30
	－
	－
	－
	－
	－

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－

	住宅関連
	元
	－
	－
	－
	－
	－

	
	30
	分譲
	1
	6,544.62
	328,539,924
	328,539,924

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－

	空港関連産業
	元
	分譲
	1
	3,197.77
	141,021,657
	141,021,657

	
	30
	－
	－
	－
	－
	－

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－

	工場団地
	元
	分譲
	1
	25,401.97
	1,051,641,558
	1,051,641,558

	
	30
	分譲
	4
	173,492.89
	11,195,821,125
	11,195,821,125

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－

	公共施設用地
	元
	－
	－
	－
	－
	－

	
	30
	－
	－
	－
	－
	－

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－


２．２2.阪南スカイタウン事業（阪南丘陵住宅地区開発事業）
（１）分譲関連業務
阪南スカイタウンの分譲業務及びＰＲに努めるため、住宅用地及び産業用地等の分譲関連業務委託等を行った。
	年度
	件数
	委託料（円）

	元
	 1
	1,615,900

	30
	 1
	125,424

	29
	 0
	　　　　　0


（２）分譲等の概要
令和元年度は、６件（29,868.04㎡）の売却を行った。このうち途中売却は、５件（24,939.48㎡）である。
（３）不動産鑑定評価等
分譲価格及び貸付料を決定する参考資料とするため、次のとおり不動産鑑定評価等を依頼した。

	年度
	件数
	役務費（円）

	元
	  3
	1,191,240

	30
	　5
	1,554,120

	29
	　4
	1,192,320


（４）貸付契約
平成13、14年度に実施した一般定期借地権設定契約及び平成15年度から実施している事業用定期借地権設定契約における貸付料を収納した。
≪住宅用地≫

	区　　　　　分
	年度
	件数
	貸付料（円）
	収納額（円）

	一般定期借地
	元
	24
	7,046,500
	7,046,500
56,800

	
	30
	24
	7,257,900
	7,201,100
252,900

	
	29
	25
	7,292,700
	7,039,800
112,400


※収納額の下段は、前年度の未収分
≪産業用地≫

	年度
	契約件数

（うち新規）
	保証金（円）
	貸付料（円）
	収納額（円）

	元
	18
（ 0）
	0
	61,146,824
	61,146,824
15,640,650

	30
	20
（ 0）
	0
	80,362,426
	69,111,934

	29
	20
（ 0）
	0
	81,222,385
	69,971,893


※収納額の下段は、前年度の未収分
（５）公正証書作成手数料
公正証書作成にかかる手数料は、当事者が折半して負担する。
	年度
	件数
	手数料（円）

	元
	1
	16,625

	30
	0
	0

	29
	0
	0


（６）府有財産貸付に係る市町村交付金の交付
阪南市に対し、市町村交付金の交付を行った。
	年度
	交付額（円）

	元
	14,694,200

	30
	14,721,900

	29
	15,443,900


（７）阪南スカイタウン分譲等契約及び収入状況
	
	年度
	区分
	件数
（件）
	面積
（㎡）
	契約金額
（円）
	収納額
（円）

	住宅用地
	元
	分譲
	2
	412.99
	18,041,987
	18,041,987

	
	30
	－
	－
	－
	－
	－

	
	29
	分譲
	 3
	14,426.87
	206,820,000
	206,820,000

	産業用地
(公益的施設)
	元
	分譲
	1
	5,711.62
	174,204,410
	174,204,410

	
	30
	分譲
	1
	1,000.99
	38,638,214
	38,638,214

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－

	産業用地
(特定業務施設)
	元
	分譲
	3
	23,743.43
	448,218,153
	448,218,153

	
	30
	分譲
	2
	5,941.95
	155,679,090
	155,679,090

	
	29
	－
	－
	－
	－
	－


令和２年３月31日現在











関西国際空港　　　4,550万㎥


りんくうタウン　　1,350万㎥









